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　本紙に掲載している各種イベントなどは新型コロナウイルスの影響で中止
や延期、内容が変更となることがあります。
　最新の情報は、各問合せ先へ確認してください。
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国際大学留学生 お国自慢コーナー ～ boast of my country ～
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ΤεϫςΟχԦ国

私の国はこんなところ

　エスワティニはアフリカ南部で最も小さな
国で、129もの山がある山岳国です。文化遺
産と自然環境が有名で、17の国立公園や自然
保護区のサファリツアーでは、ビッグファイブ

と呼ばれるバッファロー・ゾウ・ライオン・ヒョウ・サイをはじめ、さ
まざまな野生動物に会うことができます。また世界最古の鉱山といわ
れる「ングウェニア鉱山」があるほか、１枚岩としては世界で２番目に
大きいといわれる「シベベロック」に登ることができます。エスワティ
ニの主食はメイズというトウモロコシの粉を熱湯で練ったもので、料理
と一緒に食べます。メイズは料理のとろみ付けにも使用します。

南魚沼市に住んで感じたこと

　南魚沼では景色を楽しんでいます。私は自然と農業が大好きで、南
魚沼をまるで第二の故郷のように感じています。これまで３つの農場
を訪ね、農家さんと交流する機会がありました。みなさんとても友好
的で気前が良く、卵をいただいたり、新鮮なスイカを格安で譲ってい
ただいたりしました。昔ながらの稲刈りも体験しました。小学校を訪
問し、母国の文化を生徒たちに紹介する機会もありました。思い出に
なるたくさんの体験をしています。

20
年
後
の
市
長
さ
ん
へ

　
２
０
０
０
年
11
月
の
「
第
10
回
し
お
ざ

わ
産
業
ま
つ
り
」、
世
紀
が
変
わ
る
記
念

事
業
と
し
て
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
封
印
し

て
い
た
約
８
５
０
通
の
手
紙
が
、
今
年
取

り
出
さ
れ
ま
し
た
。
20
年
後
の
自
分
や
家

族
・
友
人
な
ど
思
い
の
あ
る
人
へ
宛
て
た

も
の
で
す
。

　
１
月
末
の
開
封
式
に
参
列
し
、
山
積
み

の
手
紙
の
中
に
知
り
合
い
の
名
前
を
た
く

さ
ん
見
つ
け
ま
し
た
。
今
や
逞た

く
まし

い
若
者

に
な
っ
て
い
る
彼
ら
が
ま
だ
幼
い
文
字
で

自
分
宛
て
に
書
い
た
も
の
、
す
で
に
他
界

さ
れ
た
祖
父
母
が
孫
に
宛
て
た
も
の
、
当

時
結
婚
前
だ
っ
た
女
性
が
の
ち
の
旦
那
さ

ん
に
書
い
た
も
の
な
ど
も
。「
あ
あ
、
い

ろ
ん
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
な
」

と
、
そ
れ
ら
が
届
く
み
な
さ
ん
を
う
ら
や

ま
し
く
も
思
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
自
分

に
も
届
く
と
は
！

　
宛
名
は
「
塩
沢
町
役
場
内
、
20
年
後
の

町
長
さ
ん
へ
」。
差
出
人
は
市
内
に
お
住

ま
い
の
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
し
た
。

お
手
紙
に
は
、「
21
世
紀
が
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
す
。
…
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
差
別

や
偏
見
を
直
に
体
験
し
て
き
た
だ
け
に
、

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
幸
せ
に
な
る
た

め
の
活
動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
」
と
あ

り
、「
公
共
施
設
の
す
べ
て
に
ス
ロ
ー
プ

や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
整
備
さ
れ
て
不
自
由

が
な
く
、
重
度
障
が
い
者
が
安
心
し
て
働

け
る
職
場
、
農
村
の
古
い
し
き
た
り
か
ら

の
解
放
、
外
国
人
の
お
嫁
さ
ん
が
困
る
こ

と
の
無
い
よ
う
…
」
な
ど
の
思
い
が
つ
づ

ら
れ
、「
こ
の
町
が
、
憧
れ
の
豊
か
な
住

み
よ
い
町
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
お
互
い

に
努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
結
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

　
感
激
し
た
私
は
、
す
ぐ
に
返
事
を
差
し

上
げ
ま
し
た
。「
20
年
前
の
〇
〇
さ
ん
、

お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和

３
年
は
あ
な
た
の
想
像
さ
れ
た
未
来
に
な

っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
…
『
憧
れ
の
街
、

豊
か
な
街
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
今
後
も
努

力
し
ま
す
」
と
。

　
明
日
は
必
ず
良
く
な
る
、
誰
も
が
そ
う

信
じ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

市
の
課
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
こ
の
職

を
辞
す
前
に
、
未
来
の
市
長
宛
て
に
手
紙

を
し
た
た
め
て
お
こ
う
、
と
思
っ
た
次
第
。

「
20
年
後
開
封
可
」
と
書
い
て
、
市
長
室

の
机
の
中
に
。「
心
配
ご
無
用
」
の
返
事

を
期
待
し
つ
つ
。

96
エスワティニ王国 ザネレ　ピリ さん
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Minami Uonuma NEXT
エム ユー ネクスト

次世代につなげる企業からのメッセージ

シリーズで、市が誇る優れた技術や人物などを有する企業を紹介します

今の仕事や市の政策などについて
語ってもらいました

次世代をつなぐ職員
荻原真人 さん

林 市長

シリーズ⑰

南魚沼森林組合
〒949‐6423　南魚沼市舞子1819番地
☎783‐3349　FAX 783‐3657

地元の山を守り、豊かな森林の再生に向けて
　南魚沼森林組合は、平成17年２月に南魚沼郡南部森林組合と南魚北森林組合が合併し、現在39人の
職員で南魚沼市と湯沢町の森林整備を行っています。豊かな森林を守り育て、温室効果ガス排出削減への
取り組みのほか、水源の保全や土砂災害防止など森林が持つさまざまな機能を次世代に引き継いでいくた
めに、森林環境の保全に取り組んでいます。
　近年の課題は、木材価格が不安定なことや所有者が不明の森林が
増加傾向であることなどです。高性能な機械を活用して効率的に作
業し、森林整備地を集約するなど低コスト林業の基盤整備に向けた
工夫や努力をしています。
　今後は、地域や森林所有者の求めるサービスを探求しながら、林
業の課題解決に取り組むとともに、働く職員の安全・安心な労働環
境の向上に努め、より魅力ある森林組合をめざしていきます。

市 長　Ｉターンで南魚沼市に移住したそうですね。
荻 原　以前は愛知県の車関係の会社に勤めていま
したが、結婚を機に南魚沼市に引っ越してきま
した。この機会に新しい仕事に挑戦したいと思
い、前職とは全く異なる南魚沼森林組合に就職
しました。

市 長　南魚沼森林組合を選んだきっかけは？
荻 原　林業雑誌をみて「木を切る姿はかっこいい
な」と思ったのが、きっかけでした。

市 長　職場の雰囲気はどうですか？
荻 原　雰囲気はとても良いです。今まで関わったこ
とがない業種で不安な面がありましたが、先輩た
ちが丁寧に教えてくれます。危険を伴う作業が多
いですが、みんなで協力して行っています。作業
はとても勉強になり、日々成長を実感しています。

市 長　市の林業施策についてどう思いますか？
荻 原　多くの山に手入れが行き届いていないと思
います。山の荒廃が進み、自分の山林の境界が
分からない人が増えています。山に関心を持っ
てもらい、森林整備を進めるためにも山の手入
れに対する支援をより充実させてほしいと思い
ます。

市 長　今後の目標はありますか？
荻 原　現在、森林整備に必要な資格を取得するた
めに勉強をしています。資格を取りつつ、南魚
沼市の山をもっと知っていこうと思います。

市 長　今後は荻原さんに市内の林業の魅力をどん
どんPRしてほしいと思います。応援しています。

高性能林業機械で森林整備をしている様子

左から林市長、荻原さん
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市
内
企
業
の
高
い
技
術
力
や
優

れ
た
製
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
て
も
普
段

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
製
品

な
ど
を
、
ぜ
ひ
間
近
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

展
示
期
間
　

　
４
月
16
日
㈮
～
６
月
16
日
㈬

　（
図
書
館
休
館
日
を
除
く
）

会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

展
示
企
業
　
14
社

　
障
が
い
者
差
別
解
消
法
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く

す
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
と
も
に
生
き
る
社
会

を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
平
成

28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は

　
障
が
い
者
手
帳
を
持
つ
人
だ
け

で
は
な
く
、
身
体
障
が
い
、
知
的

障
が
い
、
精
神
障
が
い
（
発
達
障

が
い
を
含
む
）、
そ
の
ほ
か
心
身

の
機
能
に
障
が
い
が
あ
り
、
障
が

い
や
社
会
の
中
に
あ
る
障
壁
に
よ

っ
て
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
相

当
な
制
限
を
受
け
て
い
る
人
で

す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁

止
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

　
障
が
い
者
差
別
解
消
法
で
は

「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
を

禁
止
し
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

を
求
め
て
い
ま
す
。

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
と
は

　
正
当
な
理
由
な
く
障
が
い
が
あ

る
と
い
う
理
由
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し

た
り
、
条
件
を
付
け
る
よ
う
な
行

為
で
す
。

具
体
例

・�「
障
が
い
が
あ
る
」
と
い
う
理

由
だ
け
で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

入
れ
て
も
ら
え
な
い
、
ア
パ
ー

ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な
い
な
ど

・�

お
店
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
車

い
す
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う

理
由
で
入
店
を
断
ら
れ
た

合
理
的
配
慮
と
は

　
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
「
社
会

の
中
に
あ
る
障
壁
を
取
り
除
く
た

め
に
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し

て
い
る
」
と
の
意
思
が
伝
え
ら
れ

た
時
に
、
負
担
が
重
す
ぎ
な
い
範

囲
で
対
応
す
る
配
慮
の
こ
と
で

す
。

具
体
例

・�

車
い
す
利
用
者
が
、
建
物
の
入

り
口
に
段
差
が
あ
り
進
め
な
い

場
合
、
可
動
式
の
ス
ロ
ー
プ
な

ど
を
使
っ
て
補
助
す
る

・�

意
思
を
伝
え
あ
う
た
め
に
、
絵

や
写
真
な
ど
の
カ
ー
ド
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
使
う

※�

福
祉
課
の
窓
口
で
は
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い

特
別
障
が
い
者
手
当

対�

象
　
20
歳
以
上
で
、
精
神
か
身

体
に
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が

あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別

な
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の

人
※�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
に
入
所
し
た
時
や
病
院
な

ど
に
３
か
月
以
上
入
院
し
た
時

は
資
格
が
な
く
な
り
ま
す

障
が
い
児
福
祉
手
当

対�

象
　
20
歳
未
満
で
、
精
神
か
身

体
に
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が

あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
児
童
（
本
人
、

配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得

に
よ
り
支
給
に
制
限
あ
り
）

※�

施
設
に
入
所
し
た
時
は
資
格
が

な
く
な
り
ま
す

共
通
事
項

申
請
に
必
要
な
も
の

・�

診
断
書
（
指
定
の
様
式
、
日
付

が
申
請
月
か
そ
の
前
月
の
も

の
）

・�

戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍

謄
本
）

・�

本
人
名
義
の
預
金
通
帳

・�

障
が
い
者
手
帳
（
交
付
を
受
け

て
い
る
人
）

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

・�

受
給
し
て
い
る
年
金
（
恩
給
含

む
）
の
種
類
と
金
額
が
わ
か
る

も
の

※�

申
請
書
様
式
は
窓
口
に
用
意
が

あ
り
ま
す

「
メ
イ
ド 

イ
ン 

南
魚
沼 

企

業
を
知
る
」
展
示
会
の
開
催

【
問
合
せ
】
商
工
観
光
課

☎
７
７
３
‐
６
６
６
５

障
が
い
者
差
別
解
消
法
を
ご

存
知
で
す
か

【
問
合
せ
】

　
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３
‐
６
７
２
３　

都
市
計
画
道
路
の
変
更

障
が
い
が
あ
り
介
護
を
必
要

と
す
る
人
へ
の
手
当
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３
‐
６
７
２
３　

特
別
障
が
い
者
手
当
・
障
が

い
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福

祉
手
当
の
受
給
額
（
令
和
３

年
４
月
～
）

　
令
和
３
年
度
は
受
給
額
の

改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
令

和
２
年
度
と
同
額
）

特
別
障
が
い
者
手
当
　

　
２
７
，３
５
０
円

障
が
い
児
福
祉
手
当

　
１
４
，８
８
０
円

経
過
的
福
祉
手
当

　
１
４
，８
８
０
円

国の行政機関・
地方公共団体など 民間企業など

不当な差別的
取り扱い 禁止 禁止

合理的配慮 法的義務 努力義務

「不当な差別的取り扱い」と「合理的配慮の提供」
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第
８
期
南
魚
沼
市
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
の
新
規
開
設
者
を

公
募
し
ま
す
。

　
新
規
開
設
者
に
決
定
し
た
場
合

は
、
施
設
整
備
と
開
設
準
備
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
、
新
潟
県
介
護

基
盤
整
備
事
業
費
補
助
金
を
活
用

し
て
、
市
が
補
助
を
行
い
ま
す
。

公
募
事
業

・�

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

事
業
所
　
２
か
所
（
各
９
人
）

※
１
か
所
で
18
人
の
整
備
も
可

・�

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所
　
１
か
所
（
18
人
）

応
募
要
件
（
す
べ
て
に
該
当
）

①�

介
護
保
険
法
第
78
条
の
２
第
４

項
各
号
に
規
定
す
る
欠
格
事
由

に
該
当
し
な
い

②�

「
南
魚
沼
市
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例
」に
規
定
す
る
、

各
指
定
基
準
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
る
事
業
所

③�

事
業
所
運
営
に
係
る
介
護
人
材

が
確
保
で
き
る
、
ま
た
は
確
保

計
画
が
あ
る
事
業
者

公
募
期
間

　
４
月
５
日
㈪
～
28
日
㈬

事
業
者
の
選
定

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

実
績
、
応
募
の
理
由
・
意
志
、
事

業
の
実
現
性
な
ど
を
考
慮
し
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会

で
選
定
し
ま
す
。

※�
開
設
希
望
事
業
者
か
ら
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会

で
事
業
の
概
要
を
ご
説
明
い
た

だ
く
予
定
で
す

申
込
み

　
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込
書・

添
付
書
類
は
、
介
護
保
険
課
で
配

布
し
ま
す
。

　
水
道
の
基
本
料
金
の
一
律
減
免

（
値
下
げ
）
は
、４
月
使
用
分
（
５

月
請
求
）
か
ら
当
初
予
定
期
間
の

３
年
が
経
過
し
た
た
め
終
了
し
ま

す
。
一
般
用
水
道
は
２
，２
４
０

円
か
ら
２
，４
６
０
円
と
な
り
、

旧
簡
易
水
道
（
後
山
・
辻
又
・
清

水
・
岩
之
下
・
栃
窪
の
５
地
区
）

は
２
，２
４
０
円
か
ら
２
，２
４
６

円
と
な
り
ま
す
。

　
超
過
料
金
（
１
㎥
あ
た
り
２
４

６
円
）
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
漏

水
減
免
、
福
祉
減
免
は
継
続
し
ま

す
。

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
内
に
来
庁

で
き
な
い
人
を
対
象
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
と
交

付
事
務
、更
新
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
顔
写
真
は
窓
口
で
無
料
撮
影
し

ま
す
。

※�

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は

行
い
ま
せ
ん

開
設
日
時

時
間
外
窓
口
（
次
の
水
曜
日
）

　
午
後
５
時
15
分
～
７
時

・
４
月
14
日
、
21
日

・
５
月
19
日
、
26
日

・
６
月
９
日
、
23
日

日
曜
窓
口

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
４
月
25
日

・
５
月
９
日
、
23
日

・
６
月
13
日
、
27
日

受
付
窓
口
　
市
民
課

持
ち
物
　

・
通
知
カ
ー
ド
（
あ
る
人
）

・�

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

１
点
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・�

そ
の
他
の
本
人
が
確
認
で
き
る

書
類
１
点
（
健
康
保
険
証
、
年

金
手
帳
、
氏
名
と
生
年
月
日
記

載
の
診
察
券
な
ど
）

・�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
あ
る

人
）

　
４
月
１
日
㈭
に
、
上
長
崎
保
育

園
と
下
長
崎
保
育
園
を
統
合
し
た

う
え
だ
保
育
園
を
開
園
し
ま
し

た
。
園
舎
は
、
下
長
崎
保
育
園
を

改
修
し
ま
し
た
。
工
事
中
の
ご
協

力
に
、
感
謝
し
ま
す
。

　
う
え
だ
保
育
園
の
開
園
に
伴

い
、
上
長
崎
保
育
園
と
下
長
崎
保

育
園
は
、
３
月
31
日
㈬
を
も
っ
て

閉
園
し
ま
し
た
。
両
園
と
も
開
園

以
来
、
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
道
料
金
の
減
免
を
終
了
し

ま
す

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
上
下
水

　
道
料
金
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８
‐
０
２
２
０

　
水
道
課

　
☎
７
７
４
‐
３
１
４
１

第
８
期
介
護
保
険
事
業

新
規
事
業
所
の
開
設
者
を
公
募

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
介
護
保
険
課�
介
護
保
険
係

☎
７
７
３
‐
６
６
７
５

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　
塩
沢
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

様
か
ら
塩
沢
中
学
校
に
テ
ン

ト
３
張
を
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

減免終了前後の水道基本料金

基本料金：10㎥までの一律料金

一般用水道 旧簡易水道

3月分まで 2,240円 2,240円

4月分以降 2,460円 2,246円

差額 220円 6円

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

交
付
の
た
め
の
時
間
外
窓

口
、
日
曜
窓
口
を
開
設

【
問
合
せ
】
市
民
課�

市
民
班

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

う
え
だ
保
育
園
を
開
園

【
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
課�

保
育
班

☎
７
７
３
‐
６
８
２
２
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出
生
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す

　
市
で
出
生
し
た
子
を
祝
福
し
、

子
育
て
す
る
家
庭
を
応
援
す
る
た

め
、
出
生
祝
い
金
と
し
て
「
め
ご

ち
ゃ
ん
祝
い
金
」を
支
給
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
の

５
か
年
事
業
で
す
。

対
象
児
童
（
す
べ
て
に
該
当
）

・�

令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
８

年
３
月
31
日
の
間
に
生
ま
れ
た

子
・�

出
生
日
か
ら
申
請
日
ま
で
継
続

し
て
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
子

受�

給
対
象
（
①
②
に
該
当
し
、
か

つ
、
③
か
④
に
該
当
）

①�

対
象
児
童
の
出
生
日
か
ら
申
請

日
ま
で
、
対
象
児
童
と
と
も
に

市
内
に
住
民
登
録
を
し
、
居
住

し
て
い
る
父
か
母
（
以
下
、
養

育
者
と
い
う
）

②�

養
育
者
と
そ
の
世
帯
員
に
市
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い

③�

養
育
者
は
、
申
請
日
か
ら
過
去

１
年
以
上
市
内
に
住
民
登
録
を

し
、
居
住
し
て
い
る

④�

対
象
児
童
が
南
魚
沼
市
で
４
か

月
健
診
を
受
け
て
い
る

支
給
額

　
第
１
子
　
12
万
円

　
第
２
子
　
15
万
円

　
第
３
子
以
降
　
20
万
円

※�

養
育
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る

子
の
数
で
判
定
し
ま
す

申�

請
期
限
　
対
象
児
童
の
出
生
日

か
ら
６
か
月
以
内

申�
請
　
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
受
給
対
象

に
な
る
場
合
、
出
生
届
の
提
出

時
に
ご
案
内
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
出
生
祝
い
金
」
で
検
索
）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

①
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業

対
象
・
助
成
内
容

０
歳
児
～
未
就
学
児

・�

通
院
・
入
院
費
用
の
全
額
を
助

成
小
学
１
年
生
～
18
歳
到
達
年
度
末

・�

通
院
１
回
に
つ
き
５
３
０
円
を

超
え
る
額
を
助
成
（
同
月
内
、

同
一
医
療
機
関
の
場
合
、
５
回

目
以
降
は
全
額
助
成
）

・�

入
院
１
日
に
つ
き
１
，２
０
０

円
を
超
え
る
額
を
助
成

※�

４
月
１
日
㈭
か
ら
使
え
る
受
給

者
証
は
、
３
月
下
旬
か
ら
順
次

送
付
し
て
い
ま
す

②
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業

対�

象
　
母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

助�

成
内
容
　
母
子
手
帳
交
付
日
か

ら
出
産
日
の
翌
月
末
ま
で
の
医

療
費

申�

請
方
法
　
医
療
費
を
い
っ
た
ん

支
払
っ
て
か
ら
、
受
給
者
証
、

医
療
費
の
領
収
書
、
保
険
証
、

受
給
者
名
義
の
振
込
口
座
が
わ

か
る
も
の
、
印
鑑
を
持
参
し
、

子
育
て
支
援
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

締
切
り

　�
診
療
を
受
け
た
月
の
末
日
か
ら

６
か
月

①
②
共
通
事
項

　
助
成
対
象
は
、
保
険
適
用
分
の

医
療
費
で
す
。
健
康
保
険
の
対
象

と
な
る
治
療
用
装
具
（
コ
ル
セ
ッ

ト
、
小
児
治
療
用
眼
鏡
な
ど
）
を

購
入
し
た
場
合
に
、
助
成
対
象
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

対�

象
　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
の

養
育
者

子
ど
も
１
人
あ
た
り
の
支
給
月
額

・
３
歳
未
満
　
１
５
，０
０
０
円

・
３
歳
～
小
学
校

　
第
１
・
２
子
１
０
，０
０
０
円

　
第
３
子
以
降
１
５
，０
０
０
円

・
中
学
生
　
１
０
，０
０
０
円

※�

養
育
者
の
所
得
が
制
限
限
度
額

以
上
の
場
合
は
、
特
例
給
付
と

し
て
月
額
一
律
５
，
０
０
０
円

を
支
給

支�

給
月
　
２
・
６
・
10
月
に
４
か

月
分
を
支
給

児
童
扶
養
手
当

対�

象
　
離
婚
な
ど
で
父
か
母
が
い

な
い
家
庭
、
父
か
母
に
一
定
の

障
が
い
が
あ
る
家
庭
、
子
ど
も

を
養
育
す
る
父
母
以
外
の
養
育

者
※�

原
則
、
子
ど
も
が
18
歳
に
な
っ

た
年
度
の
末
日
ま
で
対
象

支�

給
額
　
月
額
１
０
，１
８
０
円

～
４
３
，１
６
０
円
（
所
得
に

応
じ
て
支
給
額
が
変
わ
り
ま

す
。
第
２
子
５
，１
０
０
円
～

１
０
，１
９
０
円
、
第
３
子
以

降
３
，０
６
０
円
～
６
，１
１
０

円
を
加
算
）

支�

給
月
　
奇
数
月
（
１
・
３
・
５
・

７
・
９
・
11
月
）
に
２
か
月
分

を
支
給

特
別
児
童
扶
養
手
当

対�

象
　
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
20

歳
未
満
の
子
ど
も
を
家
庭
で
育

て
て
い
る
父
母
・
養
育
者

子
ど
も
１
人
あ
た
り
の
支
給
月
額

　�

子
ど
も
の
障
が
い
の
状
態
に
よ

り
、
１
級
５
２
，５
０
０
円
、

２
級
３
４
，９
７
０
円

支�

給
月
　
４
・
８
・
11
月
に
４
か

月
分
を
支
給

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
子

育
て
が
楽
し
く
な
る
よ
う
に
、
親

子
で
遊
べ
る
場
の
提
供
や
、
子
育

て
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
子
育
て

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
紹
介
し
て
い

る
「
に
こ
に
こ
通

信
」
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
に
関
す
る

医
療
費
助
成

子
育
て
世
帯
へ
の
手
当

都
市
計
画
道
路
の
変
更

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
‐
７
７
５
４

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て

い
ま
す

南
魚
沼
市
の
子
育
て
支
援

【
問
合
せ
】�

子
育
て
支
援
課

　
子
育
て
応
援
係

☎
７
７
３
‐
６
８
２
２
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市内の介護サービス事業所に就職する人などへ支援金を支給します

介護人材確保緊急支援事業補助金

【問合せ・申込み】　介護保険課　介護保険係　☎７７３－６６７５

【問合せ・申込み】　介護保険課　介護保険係　☎７７３－６６７５

受�付期間　４月１日㈭～補助対象研修の修了式まで
補助対象の研修
　介護職員初任者研修、介護職員実務者研修
申請対象者（すべてに該当）
・�介護職員として市内の介護サービス事業所に就職
を希望しているか、市内の介護サービス事業所に
勤務している
・�介護職員初任者研修か介護職員実務者研修を受講
すること
・�市町村民税を滞納していないこと
・�過去にこの補助金の交付を受けていないこと

補助額　（千円未満切捨て）
・�介護職員初任者研修　受講料の全額
・�介護職員実務者研修　受講料の１/２
※�受講料には消費税、振込手数料、テキスト代、
交通費などを含まない。ほかの補助金の交付を
受ける場合は、当該補助金の額を研修受講料の
額から控除する

申請窓口　介護保険課、大和・塩沢市民センター
必�要書類　申請書（申請窓口に用意）、受講申込
書の写し、受講料の領収書の写し、納税証明書

※�支給要件などあり。詳しくは、お問い合わせく
ださい

　介護人材確保緊急５か年事業として、令和３年度から令和７年度まで実施する支援です。
　深刻化している介護現場の人材確保対策として、市内介護サービス事業所に就職した人、居宅介護支援
事業所の介護支援専門員へ支援金を支給し、安定した介護サービスの提供をめざします。

　市内介護サービス事業所への就職希望者と市内介護サービス事業所の勤務者を対象に、介護職員初任者
研修か介護職員実務者研修の受講料を補助します。市内介護サービス事業所への就職促進と介護人材の確
保、介護職員の質の向上を支援することを目的としています。

①新規・移住定住就職支援金　
　市内に住所があり、市内介護サービス事業所に就職した人へ
の支援
対�象者　介護職員として新規就職、または市内に転入して
介護職員として就職し、継続して1年以上の勤務・定住
が見込まれる人

②カムバック支援金
　有資格者への再就職の支援
対�象者　市内の介護サービス事業所に介護職員として就職
し、継続して１年以上の勤務が見込まれ、かつ、就職し
た日の前３か月以内に魚沼圏域の介護施設に在籍してい
ない人
対�象資格　介護支援専門員、介護福祉士、看護師、准看護
師のいずれかの資格、介護福祉士実務者研修もしくは介
護職員初任者研修の課程を修了

③ケアマネエール支援金
　頑張っている介護支援専門員への支援
対�象者　市内の居宅介護支援事業所に過
去１年以上継続して勤務している介護
支援専門員

④ケアマネスタートお祝い金
　新たに介護支援専門員を始める人への
応援
対�象者　令和３年度介護支援専門員実務
研修受講試験に合格後、「介護支援専門
員実務研修」を受講し、都道府県知事
が発行する「介護支援専門員証」の交
付を受けた人で、交付の日から３か月
以内に市内の居宅介護支援事業所に就
職し、居宅介護支援業務を行う人

共通事項　受付期間　４月１日㈭～令和４年３月31日㈭（③④は個別に案内）
支援金など　１人20万円（税申告が必要になる場合あり）
必�要書類　申請書(申請窓口に用意)、介護施設勤務証明書、資格を有する旨の書類（②③は必要）、市
町村民税納税証明書など

申請窓口　介護保険課、大和・塩沢市民センター　※支給要件などあり。詳しくは、お問い合わせください
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木造住宅「耐震化支援」事業補助金

消雪用井戸降雪検知器設置費補助

【問合せ・申込み】　都市計画課　☎７７３－６６６２

【問合せ・申込み】　環境交通課　☎７７３－６６６６

条件（すべてに該当）
・�平成29年９月以前から市内に消雪用井戸を設置
している個人、団体で、当該井戸に新たに補助対
象機器を設置する
・市税の滞納がない
補助対象機器
①間欠運転機能付き降雪検知器
②インバーター制御機能付き降雪検知器
③切りタイマー機能付きタイムスイッチ

対象（すべてに該当）
・市内に所在する個人所有の一戸建て
・�現に居住しているか、居住することが確定
　（併用住宅も対象）
・昭和56年５月31日以前に着工
・壁・柱・床・屋根、その他の主要部分が木造
診�断内容　①現地調査�②耐震診断�③診断報告書の
作成（補強アドバイスを含む）
※主に内外観や図面の確認で診断を行います
補助金額（一般診断法による耐震診断）

※精密診断、仕上げを撤去する調査は対象外
募集戸数　５戸（先着順）
受付期間　４月１日㈭～11月30日㈫

延床面積 診断に要
する費用 市補助額 自　己

負担額

70㎡以下 70，000円 60，000円 10，000円

70㎡超～
175㎡以下 80，000円 65，000円 15，000円

175㎡超～ 100，000円 80，000円 20，000円

木造住宅の耐震診断～耐震性が気になる人～

補助額（予定額に達し次第受け付けを終了）
・�①②の機器は、消費税を除く機器購入経費の２
分の１の額以内（上限５万円）

・�③の機器は、消費税を除く機器購入費と設置費
の３分の２の額以内（上限２万円）

受付開始　４月１日㈭
注�意　工事着手前に申請してください。この補助
事業は令和３年度で終了予定です。

申請窓口　環境交通課、大和・塩沢市民センター

対象（すべてに該当）
・市の実施する耐震診断補助を受けた
・耐震診断の評点が1.0未満
・�現に居住しているか、居住することが確定して
いる（併用住宅も対象）

対象費用
・耐震改修工事の費用
・�耐震改修工事を行うために必要な壁などの撤去・
復旧などの費用

・設計・工事監理に要する費用
※�耐震診断の評点が1.0以上になる耐震改修工事
で、市に登録のある診断士が設計、工事監理を
行う工事が対象。リフォーム工事などの費用は
対象外

補助金額
　耐震改修に要する費用の１/３（上限65万円）
募集戸数　２戸（先着順）
受付期間　４月１日㈭～10月29日㈮

※�耐震診断・耐震改修ともに、都市計画課、
大和・塩沢市民センターに申請してください

木造住宅の耐震改修～改修を検討中の人～

　昭和56年６月以前に建てられた木造住宅は、現在の耐震基準を満たさず、耐震性が低いものが多いとい
われています。市では、地震による建物被害を軽減し、災害に強いまちづくりを推進するため、木造住宅
の耐震診断や耐震改修工事にかかる費用の一部を補助します。

　消雪用井戸の降雪検知器設置に対する費用を補助します。
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克雪住宅･宅地等消雪設備補助金
【問合せ・申込み】　都市計画課　☎７７３－６６６２

　令和３年度の克雪住宅・宅地等消雪設備の補助金申請の受け付けを開始します。克雪住宅（電気・ガス・
灯油などを使用した融雪式か耐雪式）と、宅地などへの消雪設備の設置が対象です。

申し込み方法
受付期間　４月１日㈭～11月30日㈫　（予定戸数に達し次第締め切ります）
窓口　都市計画課、大和・塩沢市民センター

※地下水採取規制重点区域、要援護世帯についてなど詳しくは、都市計画課にお問い合わせください

事業名 ①克雪すまいづくり支援事業補助金 ②宅地等消雪設備普及促進事業補助金

対象となる
条件

・�市内に居住する人・居住が確定している人
が、市内に克雪住宅を新築・増改築・改良、
購入する場合
・�地下水採取規制重点区域内の事業所などを
克雪化して新築・増改築・改良する場合

住宅用か事業用の宅地に消雪設備を設置する
場合（地下水を利用した融雪式は対象外）

補助対象
工事費 融雪施設設置など克雪化に要する工事費 宅地などへの消雪設備設置に要する工事費

補助率・
補助金額

要援護世帯（高齢者のみの世帯など）
補助対象工事費の22％（千円未満切捨て）
［限度額55万円］ 補助対象工事費の１/３（千円未満切捨て）

［限度額50万円］その他世帯
補助対象工事費の17.6％（千円未満切捨て）
［限度額44万円］

補助対象
区域

住宅…市内全域
事業所…地下水採取規制重点区域内のみ 地下水採取規制重点区域のみ

予定戸数 ７戸 １戸
工事期間 交付決定の日～12月31日㈮ 交付決定の日～12月31日㈮

必要書類
①②共通　
　案内図、工事見積書、納税証明書、工事計画図、
融雪方式の資料（カタログなど）
①克雪すまい　
　建築確認済証の写し（新築・増改築時）、家屋
課税台帳登録証明書（改良時）、立面図
追加書類
　次に該当する場合は、追加で添付してください
・耐雪式　構造計算書の写し
・�併用住宅　全体面積と住居面積を記入した平
面図（住居部分に着色）
・�一部克雪化　全体屋根面積と融雪面積を記入
した屋根の平図面
②宅地等消雪　
　地番図、土地の所有者がわかる書類、賃貸借
に関する書類

注意事項
①②共通�
・�写真（着手前・工事中・完成）は実績報告に
必要

・�施工業者による数件分まとめての申請はご遠
慮ください

・�交付決定を受ける前に着手した工事は対象外
・�地下水を利用した融雪式は対象外
・�過去にこの補助制度やその他類似制度で、補
助金の交付を受けた建物や敷地は対象外

①克雪すまい�
・�一部克雪化の場合、克雪屋根部分の面積が３/
５以上で、人力による屋根雪処理が不要とな
るものが対象

・�併用住宅は、住居部分が１/ ２以上の場合は
住宅、１/２未満の場合は事業所とする

・�落雪式、落雪高床式は対象外
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「みんな住
ス

マイル」改修補助金
４月12日㈪から受付開始　　　【問合せ・申込み】　都市計画課　☎７７３－６６６２

補助対象者（すべてに該当）　　　　　　　　　　　
・�対象住宅の所有者か、所有者の２親等以内の親族
・�対象住宅に居住している（または居住することが
確定している）
・�世帯員全員に市税の滞納がない
補助対象工事（すべてに該当）
・�補助対象経費が50万円以上で、築１年以上経過
した個人住宅のリフォーム工事
※�併用住宅は住居部分のみ対象（共用部分は面積按

あん

分
ぶん

）
・�市内業者による施工
・�令和４年２月28日㈪までに完了する工事
・�他制度の補助金の対象となっていない
補助額
・�子育て世帯（令和３年度に中学生以下の子どもか
妊婦のいる世帯）：15万円
・�一般世帯：10万円
受付期間
　４月12日㈪～ 30日㈮
※予定額に達し次第、受付終了
申込み
　�申請書（都市計画課、大和・塩沢市民センターに
用意）に記入し、必要書類を添付し申請してくだ
さい。
※�納税状況を確認するため、専用の納税証明書が必
要です
申請窓口
　都市計画課、大和・塩沢市民センター

注意事項
・�交付決定前に着手した工事は補助金の対象外
※�ただし、雪害などにより早期に着手したい場合
は、申請書と併せて交付決定前事業着手届を提
出することで、申請した日から契約して工事に
着手することができます

・�交付決定は、５月中旬に行う予定です
・�補助金申請時に住宅の全景、工事か所の着手前
の写真が必要

・�令和元年度（平成31年度）以降にこの補助金
を受けた人や住宅は、対象外

　市民の住環境の向上と子育て世帯の定住促進を図るため、市内の施工業者が行う住宅のリフォーム工事
に対して補助金を交付します。
　旧制度の「住宅リフォーム事業補助金」を使用した人も、この制度で補助金を使用することができます。
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補助対象工事の主な例
　�屋根のふき替えや塗装、外壁の修繕や塗装、
壁紙・天井・床材などの張り替え、間取り変更・
防音断熱工事、浴室・台所などの水回り改修、
ディスポーザーの設置工事、建具・畳・サッ
シなどの入れ替え、ＬＥＤ照明器具の設置

補助対象外製品の主な例
・�家電製品（テレビ、エアコン、ＬＥＤ以外
の照明器具など）

・�厨
ちゅうぼう

房製品（システムキッチン、流し台、換気扇）
・�衛生設備製品（ユニットバス、トイレ、給
湯器など）

・�その他設備製品(カーテン、ボイラーなど)
補助対象外工事の主な例
　�住宅と別棟の建物の工事、外構に関する工
事、建物外部の下水道接続工事、井戸に関
する工事

※�工事内容で不明な点がある場合は、事前に
お問い合わせください
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律
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　交付決定後に工事を中止し、交付を辞退する
事例が多くあります。申請の際は、工事内容を
よく検討し、確実に実施するようご注意ください。
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木質バイオマスストーブ等設置補助金事業

南魚沼市観光事業補助金

【問合せ・申込み】　環境交通課　☎７７３－６６６６

【問合せ・申込み】　商工観光課　観光交流班　☎７７３－６６６５

交付対象　観光振興を目的とする、市が認める団体
交付の条件
・観光誘客事業である
・�補助事業に係る経理は、他の経理と明確に区分し
ている
・�事業費が補助金の２倍以上である
補助金の上限額　１００万円（１団体につき）
※�特別な事情がある事業を除き、過去６年以上補助
金を受けている事業は、申請をご遠慮ください

受付期間
・�１次募集：４月１日㈭～ 30日㈮
・�２次募集：９月１日㈬～ 30日㈭
対象者（すべてに該当）
・�市内に住所があることか、交付申請年度内に市内
に在住することが確定している
・�市税に滞納がないこと
※�申請者は申請年度につき１台まで申請が可能
補助対象
・�設置施設が市内であること（以前に同補助金を受
けていない施設）
・�木質ペレットや間伐材、薪などを燃料とするスト
ーブとボイラーの本体
・�必要な付帯資材（排気管など）と設置に係る経費
（設置工事費や運搬費など）
※�中古品や装飾品類、掃除器具などは対象外
補助金額（千円未満切捨て）
　個人住宅、事業所の場合　対象経費の１/４以内
の額（上限８万円）
・�１次募集予定額：48万円（６台程度）
・�２次募集予定額：48万円（６台程度）

受付期間　
　４月９日㈮～５月14日㈮
必要な書類
　事業実施計画書
※�申請書は、商工観光課まで（市ウェブサイトか
らダウンロード可）

選定方法
　南魚沼市観光事業補助金選定委員による選定

申込み　
　�申請書（環境交通課、大和・塩沢市民センター
まで。市ウェブサイトからダウンロード可）に
見積書、機器カタログ、設置箇所の写真、新築
の場合は図面を添付してお申し込みください。

申請窓口　
　環境交通課、大和・塩沢市民センター
注意事項
・�１次募集・２次募集ともに予定額を超えた場合
は、申請者立ち会いの上抽選を行います

・�交付決定前に事業に着手した場合は対象外
・�設置完了後30日以内か令和４年３月31日㈭の
いずれか早い日で実績報告書兼請求書をご提出
ください

・�２次募集以降、追加募集などは行いません
・�交付決定後に補助金を辞退した場合、翌年度の
補助申請はできません。（ただし、やむを得な
い理由による辞退の場合はこの限りではない）
詳しくは、お問い合わせください

　市では環境負荷の少ない新エネルギーの導入促進と木材の利用拡大による地球温暖化対策をさらに推進
するため、ペレットストーブ、ペレットボイラーや薪ストーブの設置経費に対して補助金を交付します。

　多様化する観光需要に対応し、観光振興を図るための事業などに要する経費に対し、予算の範囲内で補
助金を交付します。
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高齢者・障がい者向け住宅整備費補助金

民間建築物アスベスト除去等支援事業

【問合せ・申込み】　福祉課�高齢福祉係　☎７７３－６６６７　FAX７７３－６７２３

【問合せ・申込み】　都市計画課　☎７７３－６６６２

対�象者　市内に住所がある高齢者か障がい者（世帯
員の前年収入合計額が６００万円未満で、全員が
市税の滞納がないこと）
・�高齢者　おおむね65歳以上で、要介護か要支援
認定を受けている
・�障がい者　身体障害者手帳１級・２級か療育手帳
「Ａ」を持つ
※１世帯１回のみ
対�象工事　対象者か親族が所有し、対象者が居住し
ている住宅で、令和４年３月31日㈭までに完了
する、対象者の身体状況に適したものに改造する
次の工事
・�玄関、廊下、居室、浴室、トイレなどの改造
・�段差解消機、階段昇降機、ホームエレベーターの
設置�
※�すでに着工している場合や、新築・建て替えは対
象外（介護保険や障がい者の制度が優先されます）

受付期間　４月１日㈭～10月29日㈮　
※予定額に達し次第締め切り
必要書類
　�案内図、配置図、建物平面図（調査か所を明示）、
現況写真（建物外観・調査か所）、アスベスト含
有調査に係る費用の見積書の写し、納税証明書、
家屋課税台帳登録証明書、所有者・管理責任者が
わかる書類、通帳の写し（口座番号、名義人のわ
かるもの）

補助金額　
・�所得税非課税世帯　対象工事費の75％
・�所得税課税世帯　対象工事費の50％
※上限金額30万円
受付期間　４月１日㈭～12月28日㈫　
※先着順で予定額に達し次第締め切り
必要書類
　�申請書（福祉課に用意）、内訳のわかる工事見
積書、工事図面、着手前写真など

注意事項�
・�実績報告には、調査か所ごとの着手前・作業中・
完了後の写真が必要

�・�交付決定前に着手した調査は対象外
・�吹き付け建材の採取費用や、復旧にかかる費用
とそれらにかかる消費税は対象外

・�建築物石綿含有調査者による調査が対象
※�除去工事などについては、お問い合わせくださ
い

　市では、高齢者や障がい者が自宅で安心して暮らせるように、住宅を改造する費用の一部を補助します。

　建築物の壁や柱、天井などに吹き付けられたアスベストの飛散による健康被害を予防し、生活環境の保
全を図るため、アスベストの含有調査に補助金を交付します。

対象となる建築物 ・市内の延床面積３００㎡以上の建築物（国、地方公共団体などの所有建物を除く）�
・過去にアスベスト含有調査などの補助金を受けていない

対象者要件 ・対象建築物の所有者か管理責任者
・市税の滞納がない

内容 アスベスト含有の可能性がある吹き付け建材へのアスベスト含有調査費用
補助率・補助金額 分析調査費の全額(千円未満切捨て)［１棟あたりの限度額25万円］
事業期間 交付決定の日～ 12月31日㈮
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令和３年度　南魚沼地域 ふるさと基金事業の募集

新規狩猟免許(猟銃)取得者、新規ライフル銃所持許可者、ライフル銃射撃練習者への補助制度

【問合せ・申込み】　南魚沼地域広域計画協議会（南魚沼市と湯沢町で組織）
事務局：南魚沼市役所�企画政策課　☎７７３－６６７２

【問合せ・申込み】　環境交通課　☎７７３－６６６６

対　象

・�地域で保存が必要な伝統芸能を引き継
ぐための後継者育成事業
・�伝統芸能を通じた世代間交流を推進す
る事業

補助額 補助対象額の２/３以内（上限15万円）
予算枠 １２０万円

対　象

団体が行う、快適でうるおいのある地域をつくりあげるためのコミュニティ活動
対象外の事業
・�飲食・物販など、一過性のイベントを目的とした事業
・�行政区単位・旧村単位などで例年行っている地域独自のイベントや祭礼

補助額
補助対象額の２/３以内（上限10万円）
※�補助回数が多い団体は、補助額が減額または対象外となります
［４回目：２/３、５回目：１/２、６回目以降：対象外］

予算枠 50万円

対象
①�新たに第１種銃猟免許の取得、猟銃の所持許可証
の交付を受ける人
②新たにライフル銃所持許可証の交付を受ける人
③�新潟県警指定の県外射撃場で、ライフル射撃教習
か技能講習を受けた人
④県外のライフル射撃場で射撃練習をした人
※いずれも市の有害鳥獣捕獲への協力承諾が必要

芸術・文化振興事業

ふるさとコミュニティ支援事業

対　象
・�南魚沼地域内外から集客があり、地域
の活性化を図るイベント

・地域の広域的なまちづくり活動
補助額 補助対象額の２/３以内（上限は50万円）

予算枠 総額４００万円（大和地域、六日町地域、
塩沢地域、湯沢町に各１００万円）

申請方法
対象団体　活動の拠点が南魚沼地域にある団体
補�助対象額　事業に係る費用から事業収入・寄付金
などを差し引いた額

提�出書類　申請書を企画政策課に提出
締切り　４月21日㈬必着
※�書類審査の結果は５月下旬にお知らせします。申
請書は企画政策課、大和・塩沢市民センター、湯
沢町役場�企画政策課で配布（市ウェブサイトか
らダウンロード可。「南魚沼市ふるさと基金」で
検索）

その他、協議会で取り組む事業（予定）
・�幼児児童健全育成事業（南魚沼地域内の保育園・
小学校での絵本の読み聞かせの取り組み）
・�広域交流ミーティングパーティー事業（未婚の男
女に出会いの場を提供する取り組み）
※�ミーティングパーティーの主催・運営を希望する
団体からの相談を受け付けます
・�国際観光推進事業（国際観光を推進する事業を支
援）
・�魅力発信・産業イノベーション事業（商業・観光
など複数の地域産業の活性化に効果がある取り組
み）

補助対象経費
①②　健康診断料、射撃教習料、ハンター保険料
③④　交通費
※�補助対象経費は令和３年度中のものに限る
補助金額
①②　合計で１人５４，０００円が上限額
�③④　県外射撃場まで１往復につき５，０００円、
１人につき２往復まで。上限１０,０００円
※申請件数により減額となる場合があります

地域創生支援事業

　南魚沼地域（南魚沼市・湯沢町）で「活気あふれ、うるおいのあるまちづくり」をめざし、活動してい
る地域住民やコミュニティ団体の取り組みを支援します。
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令和3年度狂犬病集合注射　日程表 ※敬称略

※�令和３年度から水尾クラブと大沢ふれあい館では実施しません。
気象状況などにより会場が変更になる場合があります。ご注意く
ださい

日程 会　　　　　　　　場 時間 担当獣医師

4月12日
㈪

五十沢地域開発センター〔宮〕 　9：30～10：00

小宮山　毅

三国ふれあいセンター〔野中〕 10：15～10：30
東部集落開発センター〔岡〕 10：55～11：10
城内地域開発センター〔上原〕 11：25～11：55
大崎農業会館〔上二〕 13：15～13：40
東地域開発センター〔茗荷沢〕 14：00～14：25

4月13日
㈫

おおまき小学校〔大杉〕 　9：20～　9：40

阿部　　誠

五日町ふれあいセンター 　9：55～10：15
猫道バス回転場 10：30～10：50
一村尾担い手センター 11：05～11：25
うるおいの里みよう〔前原町〕 13：00～13：30
黒土集会所 13：50～14：10
B＆G体育館〔天王町〕 14：30～15：00

4月15日
㈭

欠之上セミナーハウス駐車場 　9：00～　9：25

小宮山　毅

二日町体育館 　9：50～10：20
ディスポート南魚沼〔坂戸〕 10：30～10：50
東泉田集落開発センター 11：05～11：25
上田農村環境改善センター
〔広道〕 13：00～13：20

すぱーく塩沢〔金清坊〕 13：35～13：55
南魚沼市民会館〔上町二丁目〕 14：15～15：00

4月16日
㈮

小栗山公民館 　9：00～　9：20

阿部　　誠

中子集落開発センター 　9：45～10：05
中之島農村環境改善センター
〔仙石〕 10：20～10：40

姥島ふれあい館 10：55～11：15
塩沢道路（除雪）ステーション
〔関〕 11：30～11：50

南魚沼市トレーニングセンター
〔下一日市〕 13：10～13：30

塩沢公民館〔六分区〕 13：50～14：40

4月18日
㈰

市役所大和庁舎（車庫前） 　9：00～10：00
小宮山　毅�
阿部　　誠

市役所本庁舎（車庫棟前） 10：40～12：00
市役所塩沢庁舎
（保健センター前） 13：30～14：30
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小動物（ペット）の火葬の手続き（利用の流れ）
【問合せ・申込み】　南魚沼市斎場（小動物火葬専門）　☎７８２－０５２７

環境交通課　☎７７３－６６６６

利用の流れ
①予約
　ペットを火葬するには、予約が必要です。斎場
に電話でお申し込みください
②申込みに必要なもの　
　運転免許証や保険証など、飼い主の住所が確認
できるもの・印鑑・使用料
③持ち込み　
　持ち込みの際に、斎場の専用窓口で申請を行っ
てください。申請内容や火葬する動物の確認など
を行い、規定内であれば火葬炉の使用許可証を交
付します
・�許可証の発行時に使用料を納付してください
・�遺体は綿１００％のタオルなどに包み、段ボール
箱に納めてください（ナイロンなどの化学繊維
は、遺骨に付着し黒くなる場合があります）
・�予約日に、遺体を直接斎場の専用窓口にお持ち
ください
・�遺骨を納める容器は申請時にお持ちください（斎
場で購入可）
・�遺骨の引き取りは指定された日時におこしくだ
さい
小動物炉使用料

重さ
（１匹あたり）

管内（南魚沼市
と湯沢町）

管外
（１００％加算）

25㎏未満
（小型犬・猫など） １０，０００円 ２０，０００円

25㎏～50㎏未満
（中・大型犬など） １５，０００円 ３０，０００円

注意事項
・�１日２件（午前、午後各１件）の火葬が可能
・�一般の火葬と並行して小動物の火葬は行いませ
ん。状況により予約を受けられない日がありま
す

・�予約日に火葬ができない場合は、一旦お預かり
し翌日以降の火葬になります

・�首輪などの燃えないものは外し、プラスチック
類やペットフードなどは箱の中に入れないでく
ださい

・�亡くなってから時間が経過すると、硬直し足な
どが曲がらなくなり、火葬炉に収まらない場合
があります。中型犬以上の遺体は、硬直が始ま
る前に足などを胸のほうに軽く折り曲げてくだ
さい

・�重さが50㎏を超える動物、炉に入りきらない大
きさの動物は火葬できません

・�法令などにより、処理の方法が規定されている
家畜などは小動物炉では火葬できません

・�飼い主による収骨はできません。職員が収骨し、
用意された容器に収めます

・�１月１日・２日、友引の日は火葬を行いません

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
障
が
い

の
あ
る
人
の
軽
自
動
車
税
を
減
免

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

減
免
対
象
に
な
る
か
は
、
障
が
い

の
種
別
や
等
級
、
車
両
の
使
用
状

況
な
ど
で
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
付
さ
れ
た
手
帳
別
の
要
件

身
体
障
害
者
手
帳

　

�

障
が
い
の
種
別
や
等
級
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す

療
育
手
帳

　

�

障
が
い
の
程
度
が
「
Ａ
」
で
あ

る
人

精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳

　

�

障
が
い
の
等
級
が
「
１
級
」
で
、

自
立
支
援
医
療
（
精
神
）
受
給

者
証
の
交
付
を
受
け
る
人
（
所

得
制
限
に
よ
り
、
受
給
者
証
の

交
付
が
な
い
場
合
は
、
医
師
の

通
院
証
明
書
で
も
可
）

申
請
期
間

　
４
月
１
日
㈭
～
５
月
31
日
㈪

軽
自
動
車
税

障
が
い
者
へ
の
減
免
制
度

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

税
務
課�

市
民
税
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
８

犬の死亡届
　市で登録している犬が死亡した場合は、必
ず「犬の死亡届」を環境交通課に届け出てく
ださい。届け出の際には、鑑札と注射済票を
忘れずに返還してください。
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高齢者運転免許証自主返納支援事業
【問合せ・申込み】　環境交通課　☎７７３－６６６６

　高齢者の交通事故防止のため、運転免許証を返納した人に支援をしています。この機会に、自主返納を
考えてみませんか？

対象　65歳以上で市内に住所があり、有効期間内にすべての種類の運転免許証を返納した人
支援（いずれかを選択）　　※支援は１人１回のみ
・市民バス回数乗車券　１０，０００円分
・越後交通株式会社バス回数乗車券　１０，０００円分（南越後観光バス株式会社の各路線でも使用可能）
・市民バス回数乗車券と越後交通株式会社バス回数乗車券　各５，０００円分
・タクシー利用券　１０，０００円分（市内タクシー事業者のみ使用可能）
申�込み　南魚沼警察署　交通課か運転免許センターで、運転免許証を返納した際に交付される「申請による
運転免許の取消通知書」を総合窓口（本庁舎）に持参し、申請してください。
締切り　免許証返納日から６か月以内

　
大
崎
農
業
会
館
の
耐
震
改
修
工

事
が
完
了
し
た
た
め
、
令
和
３
年

４
月
１
日
付
け
で
市
の
指
定
避
難

所
（
注
１
）
に
指
定
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
大
崎
農
業
会
館
駐
車
場
を

市
の
指
定
緊
急
避
難
場
所（
注
２
）

に
指
定
し
ま
す
。

　
市
内
避
難
所
一
覧
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（「
避
難
所
」
で
検
索
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

注
１

「
指
定
避
難
所
」

　

�

災
害
時
に
一
定
期
間
の
避
難
生

活
が
可
能
な
施
設

注
２

「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」

　

�

災
害
の
危
険
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
緊
急
的
に
避
難
す
る
場
所

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
春
風
に
ゆ
と
り
を

乗
せ
て
安
全
運
転
」

　
４
月
６
日
㈫
～
15
日
㈭
の
10
日

間
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

・�

子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す

る
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
と
横

断
歩
道
で
の
歩
行
者
優
先
（
新

潟
県
重
点
）

・�

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・�

歩
行
者
な
ど
の
保
護
を
始
め
と

す
る
安
全
運
転
意
識
の
向
上

４
月
10
日
㈯
は
「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
」

　

記
録
の
残
る
昭
和
43
年
以
降
、

全
国
で
は
毎
日
、
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
い
つ
も
以
上
に
交
通
事
故

の
防
止
に
務
め
ま
し
ょ
う
。

大
崎
農
業
会
館
を
指
定
避
難

所
に
指
定
し
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

【
問
合
せ
】

　

�

総
務
課�

防
災
庶
務
班

☎
７
７
３
‐
６
６
６
０

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

☎
７
７
３
‐
６
６
６
６

運転に不安を感じていませんか？
【問合せ】安全運転相談ダイヤル　☎＃８０８０

　歳をとり、周りが見えづらくなった、運転中ヒヤッ
としたことがあるなど、運転に不安を感じた高齢者の
相談窓口があります。
　高齢ドライバーやその家族など、運転を続けること
に不安を感じたら、まずはお電話ください。
問�合せ　安全運転相談ダイヤル（聖籠町運転免許セン
ター内�高齢運転者支援室）　☎＃８０８０

運転経歴証明書
【問合せ・申込み】南魚沼警察署�交通課

☎７７０－０１１０

　運転免許証を返納後は、運転免許証と
同等の証明書類として利用できる「運転
経歴証明書」の、交付を受けることがで
きます。
　詳しくは、南魚沼警察署�交通課にお問
い合わせください。
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六日町駅西地区の国土調査（地籍調査）を実施します
【問合せ】　農林課�国土調査係　☎７７３－６７４０

　令和３年度は、六日町駅西地区の「国土調査(地籍調査)」を実施します。関係者のみなさんのご理解と
ご協力をお願いします。
　新型コロナウイルス拡大防止のため説明会は実施しません。計画区域内の地権者のみなさんには説明資
料を送付します。ご不明な点などは、お問い合わせください。
　５月中旬から現地調査を予定しています。みなさんから現地で境界の立会い確認をしていただき、調査
が円滑に実施できるようにご協力ください。
調査の目的
　土地の境界や地目・面積などを明確化することで、境界紛争を未然に防ぎ、個人財産保護や土地取引の
円滑化が図れます。公共事業や街づくり、迅速な災害復旧にも役立ちます。

令和３年度
国土調査（現地立会・測量）
予定区域図

六日町高校

六日町中学校

南魚沼市役所

市民会館

六日町駅

▲
N
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まなびのひろば

蔵
書
点
検
（
臨
時
休
館
）

　
年
１
回
の
蔵
書
点
検
と
整
理
の

た
め
、
右
記
の
と
お
り
臨
時
休
館

し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

絵
本
の
へ
や

期
日　
毎
週
水
曜
日

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な

い
い
な
い
ば
あ
」
な
ど
乳
幼
児

向
け
の
楽
し
い
絵
本
の
読
み
聞

か
せ

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者

「
春
が
き
た
」
ほ
か

対
象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

水
玉
模
様
の
カ
ラ
フ
ル
こ
い
の
ぼ

り
を
つ
く
ろ
う
！

日
時　
４
月
23
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
大
和
公
民
館 

大
会
議
室

内
容　

手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
手
遊
び
、
歌
、
工
作
な

ど
対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

費
用　
無
料

申
込
み
　
電
話
か
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ

ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
当

日
参
加
も
可
）

巡
回
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
３
月
18
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
大
和
図
書
室
は

４
月
16
日
㈮
に
入
れ
替
え
予
定
。

新
着
図
書
の
一
部
を
紹
介

※
新
着
図
書
は
館
内
か 

Ｗ
ｅ
ｂ 

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

《
よ
み
も
の
》

・
母
影　
　
　
　
尾
崎　
世
界
観

・
お
れ
た
ち
の
歌
を
う
た
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
呉　
勝
浩

・
刑
事
の
枷　
　
　
堂
場　
瞬
一

・
は
は
の
れ
ん
あ
い　
窪　
美
澄

・
そ
れ
で
も
、
陽
は
昇
る

　
真
山　
仁

・
小
説
秋
月
鶴
山　
童
門　
冬
二

・
ぜ
に
ざ
む
ら
い　
吉
川　
永
青

・
だ
い
ち
ょ
う
こ
と
ば
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
朝
吹　
真
理
子

・
残
酷
な
遊
戯
・
花
妖

　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口　
安
吾

・
猫
沼　
　
　
　
　
笙
野　
頼
子

テ
ー
マ
展
示

　
「
花
と
緑
の
あ
る
く
ら
し
」「
本

で
楽
し
む
桜
」「
本
で
旅
気
分
」

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

プ
ラ
チ
ナ
デ
イ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
と
な
り
の
シ
ム
ラ 

１
」

（
１
２
９
分
）

日
時　
４
月
８
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
10
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
一
般
・
高
齢
者

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時　
４
月
４
日
㈰

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

読
書
の
つ
ど
い

日
時　
４
月
17
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
、　

　
午
後
２
時
～
２
時
30
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
と
も
だ
ち
」

内
容　
腹
話
術
「
と
も
だ
ち 

こ

う
ち
ゃ
ん
」、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

南魚沼市		月～金９：30～ 20：00（土	日	 19：00まで）	
休館：１日㈭、12日㈪～16日㈮※

大　和 		☎777-4671火～日	 ９：00～ 19：00	
休館：月曜日、19日㈪～22日㈭※

塩　沢 		☎782-0100　９：00～ 20：00	
（月	土	日	 17：00まで） 休館：５日㈪～８日㈭※

4月の開館日時　� 　※蔵書点検のため臨時休館

みんなの図書館
【申込み・問合せ】南魚沼市図書館   ☎773‒6677

《
そ
の
他
》

・
数
え
な
い
で
生
き
る

　
岸
見　
一
郎

・
渋
沢
栄
一
の
深
谷

　
河
田　
重
三

・
脳
が
若
返
る
お
と
な
の
学
び
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
坂　
隆

・
川
漁
～
越
後
魚
野
川
の
伝
統
漁

と
釣
り　
　
　
　
戸
門　
秀
雄

・
あ
か
ち
ゃ
ん
か
ら
の
か
ぞ
く
医

学　
　
　
　
　
本
間　
真
二
郎

・
そ
こ
に
工
場
が
あ
る
か
ぎ
り

　
　
　
　
小
川　
洋
子

・
キ
ッ
キ
ン
か
ら
は
じ
め
る
再
生

栽
培　
　
　
　
　
原　
由
紀
子

・
子
ど
も
の
脳
を
育
て
る
「
運
動

遊
び
」　　

 

　
柳
澤　
弘
樹

・
遺
し
た
い
味　
　
平
松　
洋
子

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日
㈮
～
５
月
12
日
㈬

第
63
回
標
語
　「
い
っ
し
ょ
に
よ

も
う
、
い
っ
ぱ
い
よ
も
う
」

　
イ
ベ
ン
ト
や
図
書
の
展
示
を
行

い
ま
す
。

本
の
木
に
花
を
咲
か
せ
よ
う

　
さ
く
ら
の
形
の
カ
ー
ド
に
お
す

す
め
本
な
ど
を
書
い
て
も
ら
い
、

「
本
の
木
」
に
貼
り
ま
す
。
み
ん

な
で
本
の
木
に
さ
く
ら
の
花
を
咲

か
せ
ま
し
ょ
う
！

対
象　
幼
児
～
中
学
生

期
間

　
４
月
23
日
㈮
～
５
月
30
日
㈰

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
５
つ
の
名
作
集
（
レ
オ
・
レ
オ

ニ
原
作
）」（
28
分
）

日
時　
４
月
24
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
子
ど
も
・
保
護
者

定
員　
30
人
（
先
着
順
）
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まなびのひろば

日時
・５月22日㈯
　10：00 ～ 11：51
　13：30 ～ 15：51（瞽女唄演奏あり）
・５月23日㈰
　10：00 ～ 11：51
　14：00 ～ 15：51
会場　市民会館 多目的ホール
チケット
　全席自由1,200円
・会員発売　４月４日㈰～
・一般発売　４月11日㈰～

　新型コロナウイルスの影響により、開館時間など
が変更になる場合があります。詳しくは各施設にお
問い合わせください。

常設展　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期間　６月15日㈫まで

ピカソとシャガール 混
こん

沌
とん

を切り開いた先駆者たち
　大きな戦争が二度も起きた20世紀の激動の時代
に、芸術活動に全力を注いで生き抜き、後に巨匠と呼
ばれた二人の芸術家と、彼らに影響を受け共にパリで
作品を描き続けた芸術家たちの作品を展示します。
南国の摩訶不思議な世界（セピックアート）
　パプアニューギニアを中心とする南太平洋地域の
島々は、独自の文化を発達させてきました。今では、パ
プアニューギニアからの持ち出しが禁止されている、
貴重な民族美術のコレクションを多数展示します。

今泉記念館アートステーション

☎783‒4500　FAX 783‒3388　
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
￥一般500円／小中高250円

開館9：00～ 17：00（入館16：30まで）
４月は毎日開館します

ふれても ふれない 美術展
期間　４月19日㈪まで
　使い捨て手袋を介して作品に触れ、作品から伝
わってくるメッセージを感じてもらう異色の美術展
です。県内在住の有力作家18人が参加し、コロナ
禍の状況下、美術の新たな可能性を探ります。

池田記念美術館　雨
あめ

宮
みや

一
いっ

正
せい

収蔵品展
期間　４月24日㈯～５月23日㈰
　彫刻家の雨宮一正氏の作品を中心に展示します。
　ハンガリーの風景を描いた水彩画や、木彫作品な
ど初公開作品も多数展示します。

池田記念美術館

☎780‒4080　FAX 777‒3815　URL http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下無料

開館９：00～ 17：00（入館終了16：30）
４月の休館：毎週水曜日

北越雪譜いろはかるたから
「けふこえて」の「け」
「袈

け

裟
さ

が伝える
　　　　 必殺！火

か

車
しゃ

落
お

とし」
　雲洞庵の北

ほっ

高
こう

和
おしょう

尚は、葬式の
列を襲った化け猫を「火車落と
し」の必殺技で退治しました。
　化け猫の返り血を浴びた袈裟
が今も寺に残っています。

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782‒9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館９：00～ 16：30
４月の休館：毎週火曜日

映画上映会　瞽
ご

女
ぜ

 GOZE
　盲目の女旅芸人「瞽女」として生きた小林ハルさんの
壮絶な生きざまを映画化。視覚障がいや過酷な修行な
ど、さまざまな困難に屈することなく懸命に生きる様
を、母と子の愛と葛藤を軸に描く作品です。ぜひご覧く
ださい。

南魚沼市民会館

☎773‒5500　FAX 772‒8161　URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付８：30～ 17：15
４月の休館：毎週月曜日

富岡惣一郎「霧」
期間　７月６日㈫まで
　中国・桂林や熊野、十和田湖な
ど、霧に包まれた幻想的な情景と
富岡の白の軌跡を展示します。
「ギャラリー」利用者募集
　作品発表の場として、多くの人
からご利用いただいています。ス
ペースを貸し出していますので、
興味のある人は気軽にお問い合わせください。

トミオカホワイト美術館

☎775‒3646　FAX 775‒3650　URL http://www.6bun.jp/white/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00～ 17：00（入館終了16：30）
４月の休館：毎週水曜日

市民無料の日：８日㈭、18日㈰

「桂林山水・高田」
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公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773‒6620　スポパラ☎773‒3210

４月の休館日
毎週月曜日

ディスポート南魚沼

南魚スポーツパラダイス　参加者募集
　総合型地域スポーツクラブ南魚スポーツパラダ
イス（スポパラ）は、年会費6,290円で、さまざまな
教室が「無料」か「割引価格」で受講できます。各種
教室に参加して、健康増進に励んでみませんか？

チャレンジ水泳教室
　水中運動を通じて、心と体を動かしませんか。
大会をめざす人も大歓迎。
期間　５月～ 10月の土曜日　12：00 ～ 12：50
　全16回　※８月は休講
対�象　集団での教室受講が困難な人や障がいがあ
る人
※�障がいのある人は、主治医から参加を認められ
た人。障がいのある未就学児は、保護者も参加
が必要
親子コース
・幼児と保護者
・小学生と保護者
個人コース
・�体力や泳力にあわせて水中運動や泳ぎ方を指導
します。
定員　14人（先着順）
受講料
・会員：無料
・保護者が会員の幼児：１，０００円
・一般：参加者の区分により７，２００円～
※�受講料のほかにプール入場料が別途必要（定期
券可）
受�付 ４月24日㈯　９：00 ～（電話申込み不可）
※�ディスポートに設置の申込書に記入の上、料金
を添えてフロントにお申し込みください。詳し
くは、申込書をご覧ください
その他　
　保険料は、年会費・受講料に含まれています。

①トレーニングマシン使用法講習会
　油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。マシン
は、どなたでも簡単に利用できます。
日時　４月18日㈰　12：00 ～ 13：30
対象　中学生以上
定員　６人（先着）
受講料　会員：無料、一般：２００円
※施設利用料３００円が別途必要（定期券可）

②スラックライン講習会
　基礎講習会です。やってみたい、やり方がわか
らない人、まずは講習会に参加してみませんか。
大人も子どもも大歓迎です。
日時　４月21日㈬　17：30 ～ 18：30
対�象　どなたでも（未就学児は保護者の付き添い
が必要）

定員　10人（先着）　　会場　２階アリーナ
受講料　会員：無料、一般：２００円
※施設利用料１００円が別途必要
①②共通事項
持ち物　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物
申込み　ディスポート南魚沼（電話申込み可）

南魚沼市体育施設
　小栗山サンスポーツランドのオープンは、スケー
トパークを含め４月23日㈮を予定しています。
　スケートパークの利用にあたり、シーズン券の
先行申込受付を行います。詳しくは、ディスポー
ト南魚沼ウェブサイトをご覧ください。
　屋外体育施設は雪消えの状況により順次オープ
ンします。整備状況・オープン予定日などは、ディ
スポート南魚沼にお問い合わせください。

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程

３
月
定
例
会【
一
般
質
問
】

【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局

☎
７
７
３
‐
６
６
５
０

　「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
３

月
市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

を
放
送
し
ま
す
。

　
放
送
日
程
や
質
問
内
容
な
ど

の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
中
で
す
。

放
送
予
定
議
員

（
質
問
順
位
、
敬
称
略
、
４
月

６
日
㈫
か
ら
予
定
）

吉
田 

光
利
、
佐
藤 

剛

勝
又 

貞
夫
、
清
塚 

武
敏

中
沢 

道
夫
、
塩
谷 

寿
雄

目
黒 

哲
也
、
中
沢 

一
博

桑
原 

圭
美
、
梅
沢 

道
男

岡
村 

雅
夫
、
阿
部 

久
夫

大
平 

剛
、
永
井 

拓
三

塩
川 

裕
紀
、
寺
口 

友
彦

田
中 

せ
つ
子
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住
民
健
診
と
各
種
予
防
接
種

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

住
民
健
診

　
５
月
か
ら
住
民
健
診
が
始
ま
り

ま
す
。
対
象
の
行
政
区
・
日
程
な

ど
は
、
今
号
と
同
時
配
布
の
住
民

健
診
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
自
分
の
健
診
が
終
わ
る
ま

で
は
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
健
友
館
会
場
で
は
、
合
同
健
診

と
胃
が
ん
検
診
、
婦
人
検
診
を

同
日
に
実
施
し
ま
す

健
診
の
流
れ

通
知
書
の
送
付

　
健
診
日
の
約
１
か
月
前
に
、
実

施
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
受
付

時
間
や
料
金
な
ど
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。（
申
込
み
を
し
て
い
な
い

場
合
、
実
施
通
知
書
は
郵
送
さ
れ

ま
せ
ん
）

健
診
日
の
変
更
、
健
診
項
目
の
追

加
・
取
消

　
健
診
日
の
変
更
な
ど
は
、
保
健

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健
診
当
日
～
結
果
送
付

　
質
問
票
を
記
入
し
、
健
診
時
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
健
診
結
果
は
、

１
か
月
～
１
か
月
半
後
に
郵
送
し

ま
す
。

※�

社
会
保
険
加
入
者
の
被
扶
養
者

（
40
～
74
歳
）
で
、
特
定
健
診

を
市
の
健
診
会
場
で
受
診
す
る

人
は
、
加
入
す
る
保
険
者
（
協

会
け
ん
ぽ
な
ど
）
か
ら
送
付
さ

れ
た
特
定
健
康
診
査
受
診
券
と

保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

大
腸
が
ん
検
診
の
申
込
み
を
取
り

消
し
た
場
合

　
実
施
通
知
書
に
同
封
の
検
便
容

器
を
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

返
却
先
　
保
健
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
、健
診
会
場（
健

診
実
施
日
の
み
）

　
１
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
て
、

健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

申
込
み
を
忘
れ
た
場
合
や
受
診
方

法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
な
ど
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

接
種
券
の
送
付

　
令
和
３
年
度
に
新
た
に
高
齢
者

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
対
象
と
な

る
人
に
接
種
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

対
象
　
４
月
１
日
㈭
～
令
和
４
年

３
月
31
日
㈭
の
間
に
、
65
・

70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・

１
０
０
歳
に
な
る
人
で
、
こ
れ

ま
で
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
人

　
今
年
度
は
桃
色
の
接
種
券
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

特
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
で
、
令

和
２
年
度
中
に
接
種
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
令
和
３
年
度
の
接
種
券

を
送
付
し
ま
す
。

　日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
不

足
す
る
見
込
み
で
す

　
令
和
３
年
度
中
は
日
本
脳
炎
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
不
足
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
供
給
不
足
の
間
は
、

１
期
１
回
目
と
２
回
目
、
接
種
年

齢
の
上
限
が
近
づ
い
て
い
る
人
が

優
先
さ
れ
ま
す
。
１
期
追
加
や
２

期
接
種
希
望
の
人
は
、
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
２
期
接
種
は
、
満
９
歳
～
13
歳

の
誕
生
日
の
前
日
に
接
種
が
可
能

で
す
。
今
年
度
９
歳
に
な
る
人
に

は
、
２
期
の
接
種
券
を
送
付
せ
ず
、

令
和
４
年
度
に
送
付
し
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

２
期
の
接
種
券
送
付

　
対
象
者
（
年
長
児
）
に
、
麻
し

ん
風
し
ん
予
防
接
種
２
期
の
予
診

票
兼
接
種
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
接
種
期
限
は
令
和
４
年
３
月
31

日
㈭
で
す
。
忘
れ
な
い
よ
う
早
め

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

※
医
療
機
関
に
予
約
後
、
母
子
健

康
手
帳
と
予
診
票
兼
接
種
券
を

持
参
し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い

風
し
ん
予
防
接
種
の
費
用
助
成

　
妊
婦
の
風
し
ん
感
染
を
予
防
し
、

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

抗
体
検
査
の
結
果
、
抗
体
価
が

低
い
か
陰
性
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
夫
な

ど
の
同
居
者

③
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
か
陰
性

の
妊
婦
の
夫
な
ど
の
同
居
者

助
成
（
限
度
）
額

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　
４
，０
０
０
円

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
６
，０
０
０
円

助
成
方
法
（
償
還
払
い
）

　
い
っ
た
ん
、
医
療
機
関
で
全
額

を
支
払
い
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
医
療
機
関
の
領
収
書
と
接
種
済

証
、
印
鑑
、
口
座
番
号
、
抗
体
価

を
証
明
で
き
る
書
類
が
必
要
）

※
対
象
者
が
③
の
場
合
、
妊
婦
の

母
子
健
康
手
帳
も
必
要

申
請
窓
口
　
保
健
課
、
子
育
て
支

援
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン

タ
ー

※
申
請
書
は
申
請
窓
口
ま
で
（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
子
ど
も
・

若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
☎
７
８
８
‐
１
９
５
１

　「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
」「
対
人
関
係
を
円
滑
に
取

れ
な
い
」
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感

覚
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体

験
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方

や
感
じ
方
に
触
れ
、
交
流
す
る
楽

し
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
４
月
15
日
㈭

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　

　
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
～
39
歳
の
若
者

締
切
り
　
４
月
９
日
㈮

申
込
み
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
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4月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間 	 午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：00 ～ 11：00　〔診療〕 9：00 ～
	 午後：月曜、水曜～金曜　〔受付〕12：30 ～ 15：00　〔診療〕13：30 ～
	 　　　火曜　〔受付〕12：30 ～ 15：30　〔診療〕14：00 ～
◎来院時はマスクの着用をお願いします。� 【問合せ】城内診療所　☎775‒2009

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
法
務
局 
南
魚
沼
支
局

　
☎
７
７
２
‐
２
１
６
４

　・
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
相
続
な
ど
）、

親
族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
・
悩
み

ご
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

・
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、
外
国
人

差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題

日
時
　
４
月
15
日
㈭
　
午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
：
午
後
３
時
ま
で
）

会
場　
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　〔
魚
沼
市
今
泉
〕

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

介
護
保
険
料
の

算
定
・
決
定
通
知
書
の
送
付

【
問
合
せ
】
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
７
５

介
護
保
険
料
の
算
定

　
保
険
料
は
、
世
帯
状
況
や
市
民
税
の
課

税
状
況
、
令
和
２
年
１
月
１
日
～
12
月
31

日
の
年
金
収
入
額
、
所
得
金
額
か
ら
算
定

し
ま
す
。
納
付
方
法
に
は
、
特
別
徴
収
と

普
通
徴
収
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　
令
和
２
年
度
の
保
険
料
を
年
金
天
引
き

で
納
め
て
い
た
人
や
、
４
月
か
ら
年
金
天

引
き
が
始
ま
る
人
が
対
象
で
す
。
特
別
徴

収
に
は
仮
徴
収
と
本
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

仮
徴
収
（
４
月
・
６
月
・
８
月
分
）

　
前
年
度
の
保
険
料
を
も
と
に
、
仮
算
定

し
た
額
で
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。
こ

の
措
置
は
、
納
付
回
数
を
増
や
す
こ
と
に

よ
り
、
１
回
当
た
り
の
納
付
額
を
低
く
抑

え
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

本
徴
収
（
10
月
・
12
月
・
令
和
４
年
２
月

分
）

　
令
和
３
年
度
保
険
料
の
決
定
額
か
ら
、

仮
徴
収
の
額
を
差
し
引
い
た
額
を
、
３
回

に
分
け
て
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

　
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
や
転
入
し

た
ば
か
り
の
人
、
年
金
受
給
額
が
18
万
円

未
満
の
人
な
ど
、
年
金
天
引
き
の
要
件
に

当
て
は
ま
ら
な
い
人
が
対
象
で
す
。

　
保
険
料
は
６
月
～
令
和
４
年
３
月
の
10

回
に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
月
・
５
月
の
納
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
料
の
通
知
書

　
令
和
３
年
度
の
介
護
保
険
料
決
定
通
知

書
は
、
６
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
介
護
保
険
料
が
改
定
さ

れ
ま
し
た

　
改
定
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
市
報
４

月
１
日
号
に
折
込
み
の
「
福
祉
・
介
護
特

集
号
」
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
◎�城内診療所では、自宅まで無料で送迎（午前の
み）します。
　電話か窓口でお申し込みください。

１日 ２日 ３日 ４日

髙　橋 髙　橋 休　診 休		診

５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休		診

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 休　診 休		診

19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 髙橋 休診 休		診

26日 27日 28日 29日 30日
※�４月以降第４月曜は休診
となります休　診 田　中 松　田 休　診 髙　橋
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令
和
３
年
度

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
教
育
庁 

文
化
行
政
課

　
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
６
１
９

①
長
岡
会
場

期
日
　
６
月
17
日
㈭
、
10
月
21
日
㈭
、
令

和
４
年
２
月
17
日
㈭

会
場
　
長
岡
地
域
振
興
局 

会
議
室
棟
２

階 

大
会
議
室
〔
長
岡
市
沖
田
〕

②
新
潟
会
場

期
日
　
４
月
15
日
㈭
、
８
月
19
日
㈭
、
11

月
18
日
㈭
、
令
和
４
年
１
月
20
日
㈭

会
場
　
新
潟
県
庁 

行
政
庁
舎
か
職
員
会

館
〔
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
〕

①
②
共
通
事
項

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

　（
休
憩
　
正
午
～
午
後
１
時
）

持
ち
物

・
登
録
す
る
銃
砲
刀
剣
類

・
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察
署
が

発
行
。
審
査
会
の
前
に
所
轄
警
察
署
に

届
け
出
が
必
要
）

・
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６
，３
０

０
円
を
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
）

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
銃
砲
刀
剣
の
移
動
は
危
険
の
な
い
よ
う

に
梱
包
し
、
盗
難
な
ど
に
ご
注
意
く
だ

さ
い

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

５
月
入
校
生
募
集

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
☎
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

①
総
合
建
設
科

対
象
　
建
設
の
基
礎
知
識
・
技
能
を
習
得

し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
日
　
５
月
11
日
㈫
～
８
月
10
日
㈫

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

定
員
　
10
人

締
切
り
　
４
月
15
日
㈭

②
事
務
養
成
科
１
期

対
象
　
パ
ソ
コ
ン
の
事
務
ス
キ
ル
と
マ

ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
習

得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
日
　
５
月
26
日
㈬
～
８
月
25
日
㈬

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

定
員
　
18
人

締
切
り
　
５
月
６
日
㈭

①
②
共
通
事
項

会
場
　
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

〔
西
泉
田
〕

費
用
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己

負
担
あ
り
）

申
込
み
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

※
期
日
は
そ
れ
ぞ
れ
土
・
日
曜
日
と
祝
日

（
お
よ
び
②
は
８
月
13
日
㈮
）
を
除
く

令
和
３
年
度
新
潟
県
警
察
官
募
集

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
警
察
署 

警
務
課

　
☎
７
７
０
‐
０
１
１
０

　
新
潟
県
で
は
、
警
察
官
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

採
用
試
験
申
込
み
受
付
期
間

　
４
月
９
日
㈮
ま
で

※
原
則
、
電
子
申
請

採
用
予
定
人
数

　
男
性
警
察
官
Ａ
　
58
人
程
度

　
女
性
警
察
官
Ａ
　
８
人
程
度

　
男
性
警
察
官
Ｂ
　
16
人
程
度

※
申
込
み
方
法
や
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
新
潟

県
警
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い八
色
の
森
か
ら 

㊱

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
７
８
０
‐
４
５
６
０

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物
な
ど
を

紹
介
し
ま
す

公
園
の
小
鳥
た
ち
（
ア
カ
ゲ
ラ
）

　
以
前
に
ア
オ
ゲ
ラ
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
ア
カ
ゲ
ラ
で
す
。
八
色
の
森
で
み

ら
れ
る
３
種
類
の
キ
ツ
ツ
キ
の
ひ
と
つ
で
、

ア
オ
ゲ
ラ
よ
り
も
少
し
小
さ
く
、
体
の
色

が
白
黒
で
お
腹
の
あ
た
り
が
赤
い
の
が
特

徴
で
す
。

　
季
節
移
動
を
し
な
い
鳥
（
留
鳥
）
で
一

年
中
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
樹
木
に

葉
が
な
い
冬
か
ら
春
の
時
期
が
観
察
し
や

す
い
で
す
。
主
に
昆
虫
類
を
食
べ
ま
す
が
、

木
の
実
も
食
べ
ま
す
。

　
た
ま
に
公
園
に
響
く
ド
ロ
ロ
ロ
…
…
と

い
う
音
は
ド
ラ
ミ
ン
グ
と
い
わ
れ
る
、
キ

ツ
ツ
キ
が
木
を
つ
つ
く
音
で
す
。
１
秒
間

に
約
16
回
叩
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ

く
脳
振
と
う
を
起
こ
さ
な
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
頭
蓋
骨
や

脳
の
構
造
が
う
ま
く
で
き
て
い
る
な
ど
、

諸
説
あ
る
よ
う
で
す
。

　
キ
ツ
ツ
キ
は
漢
字
で
書
く
と「
啄
木
鳥
」

で
す
。
詩
人
の
石
川
啄た

く
木ぼ
く
は
、
少
年
期
に

故
郷
で
聞
い
て
い
た
キ
ツ
ツ
キ
の
音
に
ち

な
ん
で
こ
の
名
前
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
啄
木
は
キ
ツ
ツ
キ
の
ド
ラ
ミ
ン
グ

に
何
を
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
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編集後記

救 急 医 療

ほのぼの広場ほのぼの広場

　　　　 【問合せ】保健課　☎773－6811
救急医療のかかり方　　　　　　　　　　　　　　　
① 電話をかける
●南魚沼市民病院　☎788－1222
●魚沼基幹病院　　☎777－3200
●齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください。重症（意識
　がないなど）の場合は119番で救急車を呼んでくだ
　さい
② 電話での指示通りに受診する
•症状などに応じて、他の医療機関を案内する場合が
　あります。
•緊急度や重症度によっては、診察の順番が前後したり、
　待ち時間が長くなる場合があります。
•できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
夜間に困った時は
時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
●新潟県救急医療電話相談　　対象　15歳以上
　☎025－284－7119（♯7119でも可）
●新潟県小児救急医療電話相談　　対象　15歳未満
　☎025－288－2525（♯8000でも可）
新型コロナウイルスに関する相談は
時間　毎日24時間対応（土・日曜日、祝日含む）
●新潟県新型コロナ受診・相談センター
　☎025－256－8275

　３月６日㈯、浦佐普光寺で越後浦佐毘沙
門堂裸押合大祭が新型コロナウイルス対策
を講じ、規模を縮小して行われました。２
年ぶりに稚児行列も行われ、華やかな衣装

に身を包んだ稚児のみなさんが、緊張した足取りで毘沙
門堂まで練り歩きました。

行政
困りごと
相談

市民の動き
（　　　　）令和３年
２月末日現在

行政相談は、行政相談委員が、国の行政に関する相談
を聞き、制度や運営の改善に生かすための仕組みです。
※定例相談会は毎月１回、第３水曜日に開催します
4月21日㈬ 13：00～15：00 市役所本庁舎南分館
【問合せ】 総務課 防災庶務班　☎773－6660

●人口　  55 ,247人（先月比 －65）
●男　　  27 ,021人（先月比 －58）
●女　　  28 ,226人（先月比 －7）
●世帯数  20 ,090戸（先月比 27）

日にち 行事名・時間・会場など

おはなしのじかん
11：00～11：30　南魚沼市図書館 児童コーナー

読書のつどい「ともだち」
10：30～11：00、14：00～14：30　南魚沼市図書館 多目的室

ＤＶＤ上映会「５つの名作集（レオ・レオニ原作）」
10：30～11：00　南魚沼市図書館 多目的室

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

プラチナデイＤＶＤ上映会「となりのシムラ 1」
10：00～12：10　南魚沼市図書館 多目的室

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店2階

第４回農業委員会総会
9：00～　大和庁舎３階 旧議場

4月のカレンダー4月のカレンダー

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、
広場の利用制限を行っています。ご理解とご協力をお
願いします。
対象　新潟県内に住所がある未就学児と保護者
※ふれ愛広場のみ小学３年生までの児童と保護者
時間　１部９：30～12：00、２部13：00～15：30
　　　（六日町会場ふれ愛広場のみ17：00まで）

来場のみなさんへのお願い
・身分証明書の提示（住所がわかるもの）
・マスク着用（大人のみ）
・水分補給・授乳以外の飲食はできません
※体温が３７.５℃以上ある人は入場できません。咳や 
　熱などの症状がある場合は検温や退場をお願いした
　り、制限人数を超える場合は入場できない場合があ
　ります。ご了承ください

注意
　利用制限は感染症の状況によって変わります。市ウ
ェブサイト（「ほのぼの広場」で検索）でご確認くだ
さい。
　また、子育て支援センターではメー
ルでの情報配信も行っています。右の
ＱＲコードから登録できます。ぜひ、
ご利用ください。

【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

※新型コロナウイルスの影響により変更になる場合があります

　いよいよ市内でも、新型コロナウイ
ルスのワクチン接種がスタートしま

す。昨年は感染症の影響により、多くのイベントが中
止となりました。このワクチン接種により社会が明る
く転じ、再びイベントが実施できるようになることを
願っています。（K．M）

４日㈰

８日㈭

17日㈯
18日㈰
23日㈮
24日㈯
26日㈪

　大 和 会 場　 大和庁舎（3階）
　毎週 月・水・木曜日

　六日町会場　 イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月・火・木～日曜日

　塩 沢 会 場　 塩沢庁舎（北棟２階）
　毎週 火・水・金曜日

今月の
表紙


